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北
竜
町
と
並
ん
で「
黒
千
石
」の
作
付
け

希
望
が
多
く
、
２
０
０
５
年
か
ら
栽
培
に

取
り
組
む
道
南
の
乙
部
町
。
寺
島
光
一
郎

町
長
が
、
こ
う
祝
辞
を
述
べ
た
。

「
村
井
さ
ん
に
は
何
度
も
乙
部
に
来
て
も

ら
い
、
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。
筋
を
通
し
、

私
心
が
な
く
、
地
域
や
農
民
の
た
め
に
尽

く
す
心
に
ほ
だ
さ
れ
、
今
ま
で
や
っ
て
き

た
。
こ
れ
か
ら
は
、『
黒
千
石
』を“
黒
ダ
イ

ヤ
”と
し
て
広
げ
て
い
き
た
い
」

「
黒
千
石
大
豆
」の
由
来
は
よ
く
分
か
ら
な

い
が
、
北
海
道
の
在
来
種
の
黒
大
豆
で
、

と
り
わ
け
極
小
粒
な
豆
だ
。
種
皮
は
光
沢

の
あ
る
黒
色
、
中
身
は
き
れ
い
な
緑
色
。

緑
肥
用
と
し
て
栽
培
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、

道
内
の
種
苗
業
者
が「
黒
千
石
」の
名
称
で

採
種
・
販
売
し
て
い
た
、
と
い
う
。
北
海

道
農
事
試
験
場
十
勝
支
場（
現
十
勝
農
業

試
験
場
）が
こ
の
豆
を
収
集
し
、
１
９
３

７（
昭
和
12
）年
か
ら
比
較
試
験
を
実
施
し

た
結
果
、
か
な
り
の
採
種
量
が
期
待
で
き

る
こ
と
か
ら
、
緑
肥
大
豆
に
向
く
と
さ
れ

た
。
そ
の
４
年
後
に
道
の
優
良
品
種
に
認

定
、
１
９
５
９（
昭
和
34
）年
に
除
外
さ
れ

て
い
る（
日
本
豆
類
基
金
協
会『
北
海
道
に

お
け
る
豆
類
の
品
種
』）。

「
黒
千
石
」は
草
丈
が
長
く
、
冬
の
訪
れ
が

早
い
と
実
り
も
少
な
い
。
馬
の
飼
料
に
し

た
り
、
実
を
フ
ラ
イ
パ
ン
で
煎
っ
て
か
ら

石
臼
で
挽
い
て
食
用
に
し
た
。
北
竜
町
内

で
は「
き
な
粉
豆
」と
も
呼
ば
れ
、
農
耕
馬

が
姿
を
消
す
１
９
６
０
年
代
こ
ろ
ま
で
栽

培
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

　

２
０
０
１
年
、
森
町
の
農
業
研
究
家

だ
っ
た
故
・
田
中
淳
さ
ん（
元
道
職
員
）は
、

収
集
し
て
い
た
豆
の
な
か
に
あ
っ
た
50
粒

の「
黒
千
石
」を
播
種
し
た
と
こ
ろ
、
28
粒

の
発
芽
に
成
功
す
る
。
田
中
さ
ん
は
、
気

候
が
温
暖
で
栽
培
が
し
や
す
い
最
南
端
の

適
地
と
し
て
岩
手
県
に
着
目
。
二
つ
の
農

協
が
協
力
し
、
特
産
品
化
を
進
め
た
。

　

道
議
会
議
員
で
も
あ
っ
た
村
井
さ
ん
が

こ
の
話
を
知
り
、
岩
手
県
の
関
係
者
と
交

渉
を
重
ね
る
な
ど
し
て
２
０
０
４
年
、
１

２
０
０
キ
ロ
も
の「
黒
千
石
」が
故
郷
の
北

海
道
に
里
帰
り
す
る
。

　

当
時
の
北
竜
町
は
、
休
耕
地
が
増
え
る

な
か
で
新
た
な
転
作
作
物
を
模
索
し
て
い

た
。
村
井
さ
ん
は
生
産
者
に
呼
び
か
け
、

栽
培
農
地
の
確
保
に
奔
走
。
05
年
、
生
産

組
合
を
立
ち
上
げ
、
北
竜
町
を
中
心
に
滝

川
市
、
乙
部
町
の
26
戸
42
ヘ
ク
タ
ー
ル
で

栽
培
が
ス
タ
ー
ト
。
数
10
年
ぶ
り
に「
黒

千
石
」の
本
格
栽
培
が
復
活
し
た
。

　

人
脈
を
た
ど
り
作
付
面
積
を
増
や
し
、

07
年
に
は
道
内
の
生
産
者
が
集
ま
り「
黒

千
石
事
業
協
同
組
合
」が
誕
生
し
た
。

「『
黒
千
石
』の
売
り
込
み
に
商
社
へ
出
向

く
と
法
人
格
に
つ
い
て
聞
か
れ
、『
百
姓
の

集
ま
り
で
す
』と
答
え
て
も
相
手
に
さ
れ

な
い
。
そ
の
話
を
空
知
信
金
の
北
竜
支
店

長
に
し
た
ら
、
協
同
組
合
の
定
款
作
成
に

協
力
し
て
く
れ
た
ん
で
す
よ
」

　

６
年
前
に
農
業
雑
誌
の
取
材
で
北
竜
を

訪
れ
た
筆
者
は
、
同
組
合
の
高
田
幸
男
理

事
長
か
ら
、
こ
ん
な
述
懐
を
聞
い
た
。
販

路
の
開
拓
に
は
苦
労
し
た
よ
う
だ
。

「
黒
千
石
」は
、
一
般
的
な
大
豆
に
比
べ
タ

ン
パ
ク
質
は
や
や
少
な
い
も
の
の
、
脂
質

は
多
く
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
５
倍
近
い
と
い

う
。
さ
ら
に
、
健
康
維
持
に
重
要
な
役
割

を
果
た
す
、
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
や
ア
ン
ト

ルポライター
滝川 康治
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復活した「黒千石大豆」の今
つ
や
や
か
な
黒
い
小
粒
に
栄
養
成
分
が
た
っ
ぷ
り
詰
ま
っ
た
、

北
海
道
生
ま
れ
の
在
来
種
の
大
豆「
黒
千
石
」。
１
９
４
１
年

に
道
の
優
良
品
種
に
指
定
さ
れ
、
戦
後
に
な
る
と
生
産
が
途

絶
え“
幻
の
黒
大
豆
”に
な
っ
た
。
21
世
紀
に
入
り
、
道
南
の

農
業
研
究
家
が
収
集
し
て
い
た
大
豆
の
な
か
に「
黒
千
石
」の

原
種
が
見
つ
か
っ
た
が
、
そ
の
種
は
岩
手
県
に
渡
り
、
特
産

物
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
た
。
や
が
て
、
空
知
管
内
北
竜
町

に
住
む
村
井
宣
夫
さ
ん
の
尽
力
で
原
種
は
里
帰
り
を
果
た
し
、

北
海
道
の
大
地
で
復
活
。
新
た
な
食
品
開
発
が
進
み
、
食
味

の
良
さ
や
栄
養
成
分
の
多
さ
に
惹
か
れ
た
フ
ァ
ン
を
獲
得
し

た
。
個
性
的
な
在
来
種「
黒
千
石
」の
復
活
物
語
や
、
人
工
交

配
に
よ
る
新
品
種「
竜
系
３
号
」の
開
発
に
よ
っ
て
静
か
に
広

が
る
波
紋
な
ど
、
最
近
の
話
題
を
追
っ
て
み
た
。

　

今
年
４
月
、
北
海
道
生
ま
れ
の
黒
大
豆

を
テ
ー
マ
に
し
た
単
行
本『
ち
っ
ち
ゃ
く

て 

ち
か
ら
も
ち 

黒
千
石
』（
中
西
出
版
）

が
上
梓
さ
れ
た
。
一
時
期
は“
幻
の
大
豆
”

と
呼
ば
れ
た「
黒
千
石
」を
蘇
ら
せ
た
、
北

竜
町
在
住
の
農
家
・
村
井
宣
夫
さ
ん（
１

９
３
２
年
、
同
町
生
ま
れ
。
記
事
後
半
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
参
照
）や
黒
千
石
応
援

団
を
自
認
す
る
人
た
ち
が
、
そ
の
復
活
ま

で
の
歴
史
を
記
し
、
レ
シ
ピ
集
と
と
も
に

ま
と
め
た
労
作
で
あ
る
。

　

７
月
23
日
、
札
幌
市
内
で
開
か
れ
た
出

版
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
、
生
産
農
家
や

支
援
者
、
行
政
関
係
者
ら
百
人
ほ
ど
が
参

加
し
た
。
農
村
女
性
グ
ル
ー
プ「
マ
ン
マ

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
協
力
・
素
材
提
供

に
よ
る「
黒
千
石
」を
使
っ
た
料
理
も
並
び
、

和
や
か
な
雰
囲
気
。
育
て
の
親
で
あ
る
村

井
さ
ん
の
話
や
、
本
が
で
き
る
ま
で
の

ト
ー
ク
な
ど
が
続
い
た
。

里
帰
り
し
た“
幻
の
大
豆
”で

全
道
各
地
の
栽
培
が
復
活
す
る

▲「黒千石」の育ての親・村井宣夫さんの話に耳を傾
ける（出版記念会場で）

◀乙部町で生産された「黒千石」。つややかな黒い小
粒の豆で機能性成分も多く含まれる

フ
ァ
ン
を
多
く
獲
得
し
た
黒
ダ
イ
ヤ

新
品
種
が
ブ
ラ
ン
ド
毀
損
の
懸
念
も

『ちっちゃくて ちからもち 黒千石大豆』の出版記念会のトークでは、本が誕生するまでの歩みや健康的な生活を送る秘訣などが話題に。中央
が村井宣夫さん（86 歳）。右端は「黒千石」のレシピをまとめた「マンマのネットワーク」事務局長の片山寿美子さん。左端はイラストなどを担
当したすずき ももさん（７月 23 日、札幌市内で）

機
能
性
成
分
も
豊
富
に
含
み

新
し
い
食
品
の
開
発
が
進
む
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シ
ア
ニ
ン
も
豊
富
に
含
ま
れ
る
。

　

11
年
、
北
海
道
大
学
遺
伝
子
病
制
御
研

究
所
の
教
授
だ
っ
た
西
村
孝
司
さ
ん
は
、

道
産
の「
黒
千
石
」が
感
染
抵
抗
力
を
高
め

て
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
を
減
少
さ
せ
る
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ロ
ン-

γ
を
誘
導
さ
せ
る
成
分

を
含
ん
で
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

大
学
な
ど
の「
黒
千
石
」の
研
究
は
、
岩
手

県
立
大
学
や
酪
農
学
園
大
学
で
も
行
な
わ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
新
た
な
知
見
も
関

係
者
の
生
産
意
欲
を
後
押
し
し
た
。

　

組
合
設
立
の
翌
年
に
は
、
道
内
９
地
区

に
生
産
部
会
が
で
き
、
順
調
に
売
り
上
げ

を
伸
ば
し
て
い
く
。
栃
木
県
の
納
豆
メ
ー

カ
ー
や
札
幌
市
の
食
品
会
社
な
ど
に
販
路

を
広
げ
、
道
庁
赤
レ
ン
ガ
広
場
で
の「
愛

食
フ
ェ
ア
」へ
の
出
店
な
ど
を
通
し
て
個

人
消
費
も
広
が
っ
た
。

　

し
か
し
09
年
暮
れ
に
は
、
販
売
を
引
き

受
け
て
い
た
東
京
の
商
社
が
倒
産
し
て
し

ま
う
。
在
庫
の
山
が
残
さ
れ
、
み
ず
か
ら

セ
ー
ル
ス
に
歩
く
し
か
生
き
る
術
が
な
く

な
っ
た
。
豆
代
金
を
も
ら
わ
な
い
と
年
を

越
せ
な
い
生
産
者
も
い
た
よ
う
だ
。
村
井

会
長
と
高
田
理
事
長
は
、
在
庫
の「
黒
千

石
」を
売
り
歩
く
日
々
が
続
い
た
。

　

そ
う
し
た
努
力
の
甲
斐
も
あ
り
多
く

の
応
援
団
が
現
れ
る
。「
黒
千
石
復
活
」の

ニ
ュ
ー
ス
が
食
品
業
界
に
広
が
り
、
急
速

　

─
─
著
書
の
な
か
で
、
村
井
さ
ん
が
小

さ
い
こ
ろ
黒
千
石
大
豆
に
つ
い
て
、
祖
母

か
ら「
こ
れ
は
、
き
な
粉
豆
だ
よ
」と
聞
い

た
話
が
書
か
れ
て
い
ま
す
ね
。

　

村
井　

１
９
３
９（
昭
和
14
）年
、
わ
た

し
が
尋
常
小
学
３
年
生
と
記
憶
し
て
い
ま

す
。
当
時
、
親
父
と
お
ふ
く
ろ
は
朝
か
ら

晩
ま
で
忙
し
く
、
日
常
生
活
や
子
ど
も
の

お
守
り
は
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
し
て
く
れ
た
。

「（
刈
り
取
っ
た
）豆
を
積
む
か
ら
手
伝
え
」

と
言
わ
れ
た
の
が
、
黒
千
石
と
の
初
め
て

の
出
会
い
で
す
。「
何
て
い
う
豆
さ
」と
聞

く
と
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
は「
き
な
粉
豆
じ
ゃ
」

（むらい・のぶお）1932 年、北竜町の農家の次男として出生。尋常小学
校３年生の時に「黒千石」と出会う。農業に従事する一方、20 年間にわ
たり農民運動に奔走。通算 24 年間、北竜町議会や道議会の議員も歴任。
岩手県からの「黒千石」里帰りに尽力し、2005 年に生産組合を立ち上げ
組合長に就任。07 年から 10 年間近く、黒千石事業協同組合の会長理事
を務めた。北竜町在住。

と
。
正
月
が
近
く
な
る
と
、
フ
ラ
イ
パ
ン

で
黒
千
石
を
煎
っ
て
、
石
臼
で
挽
い
て
食

べ
さ
せ
て
く
れ
た
。
美
味
し
か
っ
た
で
す

よ
。
今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

　

─
─
戦
後
、
農
耕
馬
の
減
少
と
と
も
に
、

黒
千
石
の
栽
培
も
姿
を
消
し
て
い
き
ま
す
。

　

村
井　

わ
た
し
の
家
で
も
作
っ
て
い
ま

せ
ん
。
戦
前
、
黒
千
石
は
道
の
優
良
品
種

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
１
９
５
９（
昭

和
34
）年
に
認
定
を
外
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

話
は
飛
び
ま
す
が
、
道
議
会
議
員
だ
っ

た
15
年
ほ
ど
前
、
国
内
最
大
手
の
納
豆

メ
ー
カ
ー
・
あ
づ
ま
食
品（
栃
木
県
）の
社

員
が
、「
北
海
道
の
黒
千
石
で
納
豆
を
造
り

た
い
。
そ
の
豆
を
探
し
て
ほ
し
い
」と
道

の
生
活
環
境
部
を
訪
ね
て
き
ま
し
た
。
農

家
出
身
で
農
政
に
明
る
い
、
わ
た
し
の
と

こ
ろ
に
相
談
が
持
ち
込
ま
れ
た
の
で
す
。

農
政
部
に
も
手
伝
っ
て
も
ら
い
探
す
と
、

岩
手
県
で
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
道
の
専

門
技
術
員
だ
っ
た
田
中
淳
さ
ん（
故
人
）が

黒
千
石
に
関
心
を
持
ち
、
退
職
後
に
森
町

で
コ
ツ
コ
ツ
と
栽
培
し
て
い
た
の
で
す
。

　

─
─
田
中
さ
ん
は
、
元
種
を
ど
う
や
っ

て
入
手
し
た
の
で
す
か
？

　

村
井　

現
在
の
道
総
研
中
央
農
試
遺
伝

資
源
部（
滝
川
市
）に
保
存
さ
れ
て
い
た
も

の
か
ら
、
50
粒
の
黒
千
石
を
ゲ
ッ
ト
し
、

自
分
の
畑
で
増
や
し
て
い
ま
し
た
。
今
か

ら
20
年
近
く
前
の
こ
と
で
す
。

　

─
─
な
ぜ
、
岩
手
県
と
つ
な
が
る
の
か
。

　

村
井　

小
豆
や
普
通
の
白
大
豆
の
栽
培

に
必
要
な
積
算
温
度
は
２
４
０
０
度
く
ら

い
で
す
が
、
黒
千
石
は
２
７
０
０
度
と
多

い
。
田
中
さ
ん
は
、
栽
培
で
き
る
南
限
を

調
べ
よ
う
と
考
え
、
岩
手
で
作
っ
て
も

ら
っ
た
。
水
田
の
転
作
作
物
と
し
て
二
つ

の
農
協
が
黒
千
石
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
２
０
０
４
年
、
わ
た
し
が
花
巻
ま
で

行
き
、「
黒
千
石
は
北
海
道
育
ち
の
生
粋
の

道
産
子
。
里
帰
り
さ
せ
て
、
故
郷
で
育
て

る
の
が
一
番
」と
お
願
い
し
て
も
、「
岩
手

の
豆
に
し
た
い
」と
譲
ら
な
い
。
そ
こ
で
、

道
農
政
部
に
岩
手
県
と
話
し
合
う
よ
う
に

要
望
し
、
よ
う
や
く
戻
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
の
種
を
元
に
、
翌
年
か
ら
各
地
に

広
げ
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

─
─
初
期
の
こ
ろ
を
振
り
か
え
る
と
。

　

村
井　

生
産
者
に「
豆
を
作
っ
た
こ
と

は
あ
る
け
ど
、
黒
千
石
大
豆
は
作
っ
た
こ

と
が
な
い
」と
話
す
と
、「
意
味
が
分
か
ら

な
い
」と
言
う
。
そ
こ
で
、「
積
算
温
度
の

差
が
あ
る
か
ら
、
豆
に
含
ま
れ
る
機
能
性

成
分
が
多
い
。
そ
れ
を
黒
千
石
に
委
ね
て

売
っ
て
い
く
の
だ
か
ら
、
積
算
温
度
を
ク

“
き
な
粉
豆
”と
の
出
会
い
と

岩
手
か
ら
北
海
道
へ
里
帰
り
ま
で

積
算
温
度
の
課
題
に
も
挑
戦

空
知
や
道
南
に
栽
培
が
拡
大
へ

復
活
物
語
の
功
労
者
に
聞
く「
黒
千
石
」の
魅
力
と
課
題

「
食
べ
支
え
、
作
り
支
え
る
関
係
づ
く
り
を
」

北
竜
町
在
住
の
農
家　
　

村
井 

宣
夫
さ
ん

に
商
品
開
発
が
進
ん
で
き
た
の
だ
。

　

道
内
の
飲
料
メ
ー
カ
ー
が
お
茶
の
製
造

に
乗
り
だ
し
、
札
幌
の「
洋
菓
子
き
の
と

や
」は
焼
き
菓
子
を
商
品
化
。
札
幌
駅
の

駅
弁
や
ス
ス
キ
ノ
の
有
名
割
烹
料
理
店
の

弁
当
な
ど
に
も
使
わ
れ
、
東
京
の
老
舗
菓

子
メ
ー
カ
ー
が「
黒
千
石
」の
甘
納
豆
を
発

売
す
る
な
ど
、
全
国
区
の
商
品
も
誕
生
。

料
理
研
究
家
や
ホ
テ
ル
の
シ
ェ
フ
か
ら
も

高
い
評
価
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
道

の
駅「
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
北
竜
」で
は
、
料
理

メ
ニ
ュ
ー
に
も
取
り
入
れ
た
。

　

健
康
志
向
が
高
ま
り
、
道
産
食
材
へ
の

愛
着
が
広
が
る
な
か
で
復
活
し
た「
黒
千

石
」に
追
い
風
が
吹
い
て
き
た
。

　

味
が
良
く
、
機
能
性
成
分
も
多
く
含
む

「
黒
千
石
」だ
が
、
ほ
か
の
大
豆
に
比
べ
収

量
が
少
な
い
。
生
育
に
必
要
な
積
算
温
度

を
確
保
す
る
た
め
に
、
播
種
か
ら
収
穫
ま

で
の
期
間
が
長
い
、
と
い
う
悩
み
を
抱
え

て
い
た
。
そ
こ
で
、
黒
千
石
事
業
協
同
組

合
は
品
種
改
良
の
道
を
模
索
す
る
。

　

北
竜
町
が
開
設
・
運
営
す
る
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト「
北
竜
町
ポ
ー
タ
ル
」に
よ
る
と
、
同

組
合
は
08
年
、
道
立
中
央
農
業
試
験
場
の

場
長
や
拓
殖
大
学
北
海
道
短
大
の
教
授
な

ど
を
歴
任
し
た
、
三
部
一
敬
さ
ん（
１
９

３
８
年
、現
士
別
市
生
ま
れ
）に「
黒
千
石
」

の
品
種
改
良
を
正
式
に
依
頼
し
た
、
と
い

う
。
町
も
、
農
林
水
産
省
の
補
助
金
を
受

け
る
な
ど
サ
ポ
ー
ト
し
た
。

　

道
産
の「
黒
千
石
」と
道
内
主
力
品
種
の

一
つ「
ユ
キ
シ
ズ
カ
」と
の
人
工
交
配
を
行

な
い
、
選
抜
を
重
ね
た
。
そ
し
て
、
誕
生

し
た
大
豆
を「
竜
系
３
号
」と
名
付
け
、
16

年
に
は
農
水
省
に
新
品
種
と
し
て
登
録
申

請
。
こ
の
年
に
一
般
栽
培
を
始
め
、
昨
年

は
同
組
合
が
生
産
す
る「
黒
千
石
」の
60
％

以
上
が「
竜
系
３
号
」に
置
き
換
わ
っ
た
、

と
い
う（「
北
竜
町
ポ
ー
タ
ル
」の
関
連
記

事
を
要
約
）。

　

品
種
改
良
に
は
、
同
一
品
種
の
な
か
か

ら
育
成
者
が
期
待
す
る
形
質
を
持
つ
も
の

を
選
抜
し
て
い
く
方
法
と
、
同
組
合
が
行

な
っ
た
よ
う
に
異
な
る
品
種
を
交
配
さ
せ

て
新
品
種
を
作
出
す
る
方
法
な
ど
が
あ
る
。

　

そ
の
手
法
を
め
ぐ
り
、「
黒
千
石
」復
活

の
立
役
者
で
あ
る
会
長
理
事
の
村
井
さ
ん

と
、
交
配
に
よ
る
新
品
種
づ
く
り
を
推
進

す
る
高
田
理
事
長
が
激
し
く
ぶ
つ
か
っ
た
。

会
長
を
罷
免
さ
れ
た
村
井
さ
ん
は
持
論
を

曲
げ
ず
、
道
内
各
地
の
仲
間
ら
と
独
自
の

普
及
活
動
な
ど
を
続
け
る（
次
ペ
ー
ジ
以

降
を
参
照
）。

　

人
工
交
配
に
よ
る
品
種
改
良
は
、
試
験

研
究
の
分
野
で
は
一
般
的
に
行
な
わ
れ

て
い
る
。“
幻
の
大
豆
”の
復
活
物
語
を
つ

く
っ
て
在
来
種
の
魅
力
を
発
信
し
て
き
た

元
祖「
黒
千
石
」と
、
新
た
に
育
成
し
て
誕

生
し
た「
竜
系
３
号
」と
を
、
明
確
に
区
別

し
て
出
荷
・
加
工
・
販
売
す
る
こ
と
自
体

は
全
く
問
題
は
な
い
。

　

し
か
し
、
村
井
さ
ん
が
指
摘
す
る
よ
う

な
、
両
者
を
混
ぜ
て「
黒
千
石
」と
し
て
流

通
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
加
工
メ
ー

カ
ー
や
消
費
者
な
ど
の
信
頼
を
損
ね
る
こ

と
に
な
る
。
在
来
種
の
大
豆
に
対
す
る

人
々
の
期
待
感
を
裏
切
ら
ぬ
よ
う
、
関
係

者
に
は
説
明
責
任
が
求
め
ら
れ
る
。

農家の女性たちの協力で黒千石料理などのコーナーも

早
生
品
種
と
の
交
配
で
新
品
種

憤
る「
黒
千
石
」復
活
の
功
労
者
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「
こ
っ
ち
は
改
良
し
た
も
の
。
こ
れ
は
元

の
黒
千
石
で
す
よ
」と
言
っ
て
売
れ
ば
い

い
。
悔
し
い
し
、
情
け
な
い
で
す
よ
。
手

を
か
け
た
豆
だ
か
ら
、
き
ち
ん
と
理
解
し

て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
と
思
い
ま
す
。「
味

が
悪
か
っ
た
ら
買
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

わ
た
し
は
余
命
い
く
ば
く
も
な
い
け
れ
ど
、

本
物
を
残
し
て
ほ
し
い
」と
い
う
気
持
ち

で
す
。

　

─
─
も
う
一
度
、
道
の
優
良
品
種
に
認

定
し
て
も
ら
い
、
新
品
種
と
は
き
ち
ん
分

け
て
取
り
組
む
方
向
も
あ
る
の
で
は
。

　

村
井　
「
ち
ゃ
ん
と
証
明
さ
れ
た
も
の

を
買
っ
て
く
れ
」と
、
わ
た
し
は
言
っ
て

い
ま
す
。
偽
物
は
偽
物
、
本
物
は
本
物
─

─
商
品
を
販
売
す
る
者
は
そ
う
し
な
い
と

い
け
な
い
。「
新
品
種
の
竜
系
３
号
」と
し

て
売
れ
ば
、
な
ん
の
わ
だ
か
ま
り
も
な

い
の
で
す
よ
。
西
村
先
生
は
果
敢
な
人

で
、「
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
と
、
村
井

さ
ん
が
や
っ
て
き
た
こ
と
が
駄
目
に
な
る
。

黒
千
石
大
豆
の
上
に“
原
種
”と
付
け
て
登

録
し
直
そ
う
」と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

─
─
機
能
性
成
分
も
多
く
、
売
れ
行
き

好
調
の
黒
千
石
大
豆
で
す
が
、
新
品
種
を

め
ぐ
る
動
き
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱
え
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
７
月
24
日
、
札
幌
市
内
で
収
録
）

　

─
─
村
井
さ
ん
は
、
２
０
０
５
年
に
北

竜
町
で
生
産
組
合
を
立
ち
上
げ
、
２
年
後

に
は
黒
千
石
事
業
協
同
組
合
の
会
長
理
事

に
就
任
し
た
。
い
わ
ば
黒
千
石
の
生
み
の

親
で
あ
る
に
も
係
わ
ら
ず
、
数
年
前
、
そ

の
組
合
と
袂
を
分
か
っ
た
そ
う
で
す
ね
。

　

村
井　

黒
千
石
と
白
大
豆
を
交
配
し
、

新
品
種
を
作
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
れ
で
は

偽
物
の
黒
千
石
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

─
─
そ
の
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

村
井　

道
立
中
央
農
業
試
験
場
な
ど
の

場
長
を
歴
任
し
、
退
職
後
は
深
川
の
拓
殖

大
学
北
海
道
短
大
で
教
授
も
務
め
た
三
部

一
敬
先
生
の
教
え
子
が
、「
黒
千
石
は
晩
生

だ
か
ら
、
早
生
化
し
て
ほ
し
い
」と
要
望

し
た
の
で
す
。
早
生
化
の
必
要
性
は
わ
た

し
も
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
三
部
一
先
生
に
は
、「
西
村
先
生

が
分
析
し
た
結
果
、
黒
千
石
に
は
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ロ
ン-

γ
と
い
う
機
能
性
成
分

が
含
ま
れ
る
。
そ
れ
が
無
く
な
る
よ
う
な

品
種
改
良
は
し
な
い
で
ほ
し
い
。
早
生
化

す
る
技
術
は
自
ず
か
ら
決
ま
る
」と
お
願

い
し
た
の
で
す
。
先
生
は
、「
収
穫
間
際
に

生
育
が
進
ん
で
い
る
も
の
だ
け
を
抽
出
し
、

３
年
ほ
ど
栽
培
を
く
り
返
す
と
固
定
で
き

る
。
そ
れ
は
交
配
に
よ
る
改
良
で
は
な
く
、

絶
対
に
真
似
が
で
き
な
い
。
任
せ
て
く

れ
」と
胸
を
叩
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
早
生
の
白
大
豆
と
交
配

さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
わ
た
し
は
腹
を
立

て
、「
冗
談
じ
ゃ
な
い
。
黒
千
石
の
付
加
価

値
を
高
め
て
く
れ
た
西
村
先
生
に
も
無
礼

な
話
だ
。
何
の
た
め
に
苦
労
し
て
き
た
ん

だ
！
」と
な
っ
た
。
数
年
前
の
話
で
す
。

　

─
─
協
同
組
合
に
加
盟
し
て
い
る
人
は

全
道
に
い
ま
す
が
、
新
品
種
と
元
か
ら
の

黒
千
石
大
豆
の
両
方
を
作
っ
て
い
る
、
と
。

　

村
井　

そ
う
で
す
。

　

─
─
消
費
者
に
売
る
時
、
そ
れ
を
ど
う

説
明
し
て
い
る
の
で
す
か
。

　

村
井　

出
鱈
目
な
ん
で
す
。
わ
た
し
は
、

組
合
の
役
員
を
罷
免
さ
れ
ま
し
た
が
、
責

任
が
あ
る
の
で
１
年
間
、
無
報
酬
で
整
理

に
当
た
っ
た
。
そ
の
過
程
で
、
取
引
先
の

納
豆
メ
ー
カ
ー
が「
こ
れ
で
は
良
い
納
豆

に
な
ら
な
い
」と
言
っ
た
。
理
由
は
よ
く

分
か
り
ま
せ
ん
。「
我
々
に
相
談
も
な
く
、

な
ぜ
品
種
改
良
を
し
た
ん
だ
」と
い
う
こ

と
も
含
め
、
組
合
に
言
っ
て
き
た
。
聞
く

と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
元
々
の
黒
千
石
が
無

く
な
っ
た
ら
、
新
し
い
品
種
と
混
ぜ
、
黒

千
石
と
し
て
売
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

─
─
そ
れ
を
や
り
出
し
た
ら
、
賢
い
消

費
者
は
離
れ
て
い
き
ま
す
よ
。

　

村
井　

わ
た
し
に
何
を
問
わ
れ
て
も
本

当
の
こ
と
を
し
ゃ
べ
る
だ
け
で
す
。
と
に

か
く
、
生
産
過
程
で
紛
ら
わ
し
い
こ
と
が

起
き
て
い
る
こ
と
だ
け
は
お
伝
え
し
た
い
。

そ
う
じ
ゃ
な
い
と
消
費
者
に
無
礼
で
す
。

　

─
─
伝
統
的
な
黒
千
石
と
新
品
種
を
比

べ
る
と
、
ど
う
違
う
の
で
す
か
？

　

村
井　

外
観
だ
け
で
は
誰
も
分
か
り
ま

せ
ん
。
で
も
、
割
っ
て
み
る
と
、
白
大
豆

を
交
配
し
て
い
る
の
で
色
が
薄
い
。
ポ
リ

フ
ェ
ノ
ー
ル
は
、
水
に
漬
け
る
と
紫
の
き

れ
い
な
色
が
出
ま
す
が
、
岩
手
産
の
黒
千

石
も
交
配
し
た
品
種
も
色
が
薄
い
。
き
な

粉
に
し
て
も
、
香
り
や
甘
み
が
少
な
い
。

そ
れ
く
ら
い
違
う
。
だ
か
ら
、
ず
っ
と
き

な
粉
を
購
入
し
て
い
る
人
は
、
買
っ
て
く

れ
ま
せ
ん
よ
。

津
川
町
が
主
立
っ
た
と
こ
ろ
で
す
ね
。
霜

も
雪
も
遅
い
乙
部
町
は
最
高
の
適
地
と

知
っ
て
か
ら
、
今
金
や
留
寿
都
で
も
作
っ

て
も
ら
っ
た
。（
納
豆
な
ど
を
製
造
す
る
）

札
幌
の
㈱
豆
蔵
の
本
間
照
蔵
社
長
と
出
会

い
、
一
緒
に
道
南
方
面
に
行
き
、
生
産
者

を
増
や
し
ま
し
た
。
今
後
、
農
家
に
黒
千

石
の
原
種
を
勧
め
る
に
し
て
も
、
道
南
で

や
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
家
庭
菜
園
で
黒
千
石
を
野
菜

感
覚
で
作
る
人
も
い
ま
す
。
石
狩
市
の
生

振
で
収
穫
さ
れ
た
黒
千
石
を
わ
た
し
の
と

こ
ろ
に
送
っ
て
く
る
の
で
、
焙
煎
し
て
戻

す
。
そ
れ
を
、
自
分
で
き
な
粉
や
お
茶
に

し
て
、
親
戚
に
分
け
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

　

─
─
少
し
ず
つ
広
が
っ
て
い
る
、
と
。

　

村
井　

浦
幌
町
の
お
か
だ
農
園
は
、「
売

れ
て
売
れ
て
仕
方
な
い
。
こ
の
本
に
載
っ

て
、
黒
千
石
が
ま
た
売
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
」と
言
っ
て
い
た（
笑
）。
興
味
を
持
た

れ
て
い
る
の
は
、
き
な
粉
や
お
茶
、
そ
れ

と
札
幌
の
き
の
と
や
が
お
菓
子
を
出
し
ま

し
た
ね
。
道
南
の
農
家
の
女
性
グ
ル
ー
プ

は
、
黒
千
石
の
き
な
粉
で「
青
ね
じ
」と
い

う
お
菓
子
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
日
の
出
版
記
念
会
に
も
来
ら
れ
た

片
山
寿
美
子
さ
ん
が
事
務
局
長
を
務
め

る
、「
マ
ン
マ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」は
、
黒

千
石
を
使
っ
た
料
理
の
レ
シ
ピ
を
作
っ
て

リ
ア
す
る
栽
培
方
法
を
考
え
て
く
れ
」と
。

例
え
ば
、
11
月
３
日
に
雪
が
降
る
と
収
穫

で
き
な
く
な
る
か
ら
、
そ
こ
か
ら
逆
算
す

る
。
５
月
下
旬
か
ら
６
月
初
旬
に
豆
を
播

い
て
も
、
積
算
温
度
は
確
保
で
き
ま
せ
ん
。

「
５
月
の
連
休
が
終
わ
り
、
畑
が
乾
い
て

い
た
ら
播
い
て
く
れ
。
こ
れ
が
最
た
る
栽

培
技
術
だ
か
ら
…
」と
話
し
、
皆
さ
ん
に

作
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

─
─
当
時
、
生
産
農
家
は
北
竜
町
だ
け

だ
っ
た
の
で
す
か
。

　

村
井　

北
竜
以
外
に
道
南
の
乙
部
町
、

滝
川
市
の
江
部
乙
地
区
、
南
幌
町
、
新
十

し
ま
っ
た
。
一
番
普
及
し
て
い
る
の
は
豆

ご
飯
だ
ろ
う
な
。
き
れ
い
だ
し
、
栄
養
が

あ
っ
て
味
が
い
い
。
な
ぜ
か
ご
飯
が
美
味

し
く
な
る
。
餅
を
撞
く
と
き
、
黒
千
石
を

入
れ
る
と
き
れ
い
な
ん
で
す
。
出
版
記
念

会
で
は
、
わ
た
し
が
撞
い
て
き
た
豆
餅
を

（
抽
選
で
当
た
っ
た
人
に
）振
る
舞
っ
た
。

　

─
─
２
０
０
１
年
、
北
海
道
大
学
遺
伝

子
病
制
御
研
究
所
の
教
授
だ
っ
た
西
村
孝

司
さ
ん
は
、
道
産
の
黒
千
石
に
は
、
感
染

抵
抗
力
を
高
め
て
ア
レ
ル
ギ
ー
を
減
少
さ

せ
る
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン-

γ
を
誘
導

さ
せ
る
成
分
を
含
ん
で
い
る
こ
と
を
明
ら

「マンマのネットワーク」の催しで黒千石商品を紹介する村井さん
（11 年１月、札幌市内で）

出荷前の「黒千石」の紙袋。生産・加工のすそ野は広
がったが、課題も抱える

か
に
し
ま
し
た
。
黒
千
石
の
機
能
性
成
分

に
つ
い
て
注
目
を
集
め
る
こ
と
に
な
っ
た
、

西
村
さ
ん
と
出
会
う
き
っ
か
け
は
？

　

村
井　

岩
手
か
ら
持
っ
て
き
た
黒
千
石

を
栽
培
し
、
一
番
最
初
に
届
け
た
の
が
西

村
先
生
の
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
を
学
生
に

分
析
さ
せ
た
。「
村
井
さ
ん
、
こ
ん
な
素
晴

ら
し
い
豆
を
よ
く
見
つ
け
て
き
た
な
。
こ

れ
こ
そ
俺
が
探
し
て
い
た
豆
だ
」と
表
現

し
て
い
ま
し
た
ね
。「
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ

ン-

γ
は
医
学
の
世
界
で
も
通
用
す
る
も

の
。
論
文
を
書
き
た
い
」と
。
そ
れ
か
ら

始
ま
っ
た
話
で
す
。

原
種
を
守
る
こ
と
に
こ
だ
わ
り

交
配
に
よ
る
品
種
改
良
を
批
判

※筆者のＨＰ「滝川康治の見聞録」takikawa.essay.jp/ に本シリーズの過去記事を収録しています。ご参照ください。

村井さんと制作委員会が上梓した単行本（1,000 円＋税・カラー）。「黒千石」
をめぐる多彩な話を紹介し、レシピも載せた


